
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

Engineer's Studio®・WCOMD Studio 
 

非線形構造解析プログラムによるRCはり部材の耐力検討 
－土木・建築の枠を超えて－ ナレッジフュージョン株式会社 

概要 

本検討では、最も基本的な部材である RC はり

を対象に、曲げ破壊型・せん断破壊型それぞれの

実験結果に基づいた非線形解析を実施し、土木基

準・建築基準それぞれの耐力と比較した上で、土

木・建築にとらわれない材料損傷に基づく耐力評

価を試みた。その結果、曲げ破壊型・せん断破壊

型ともに解析結果は実験結果の現象の特徴を良く

捉えており、材料損傷を用いて評価することで、

土木・建築の枠を超えた合理的な耐力評価ができ

る可能性を示した。 

概要 検討方法 

曲げ破壊する RC はり部材の検討 

 

 

 

 

 

 

せん断破壊する RC はり部材の検討 

・曲げ破壊型の検討では、降伏、最大荷重時、圧壊までの現象を良く再現できた。また、材料損傷を用いて評価することで、曲 

げ耐力の合理的な評価が可能であることが確認できた。 

・曲げ耐力に関しては、土木、建築、解析による差はほとんどないことが確認できた。 

・せん断破壊型の検討では、斜め引張破壊とせん断圧縮破壊の違いおよびせん断補強の有無の現象の違いを良く再現できた。ま 

た、材料損傷を用いて評価することで、せん断耐力の合理的な評価が可能であることが確認できた。 

・せん断耐力に関しては、土木、建築、解析に差があることが確認できた。これの違いは、せん断スパン比の項等が影響してい 

ると考えられる。 

まとめ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
圧縮強度 

(N/mm2) 

引張強度 

 (N/mm2) 

弾性係数 

(kN/mm2) 

35.4 2.5 29.6 

 

鉄筋 
降伏強度 

 (N/mm2) 

弾性係数 

(kN/mm2) 

D16 362 176 

D10 358 181 
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【  供試体 諸元】 

載荷スパン：850mm 

有効高さ：150mm 

   スパン比：5.67 

圧縮鉄筋   引張鉄筋：D16×2本 

   補強筋：D10 

本   、降伏、最大荷重時、圧 まで 現象を良く再現できた いえ 。また、 料損

傷を いて評価  こ で、     合 的な評価が可 であ こ が確認できた。 

    に関して 、土木、建築、  に  差 ほ  どないこ が確認

できた。 

1) 岡田琢之，斎藤成彦，檜貝勇：      RC   変形性 に関    ，コンクリート工学年次論文集，Vol.25，No.2，pp.403-408，2003. 

実験供試体 1) 解析モデル(2 次元有限要素解析) 

コンクリートの材料物性値 1) 鉄筋の材料物性値 1) 

荷重－変位関係(実験 1)) 荷重－変位関係(解析) 
損傷指標－変位関係(解析) 

実験終了後のひび割れ状況 1) 

コンター図 
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コンター図 
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解析モデル(フレーム解析) 

曲げ耐力 

 

2) 山谷敦，中村光，野尻陽一：回転ひ 割れモデルに  RC梁    挙動  ，土木学会論文集，Vol.620/Ⅴ-43，pp. 187-199，1999． 

No.1 および No.3 

No.2 および No.4 

 

コンクリートの材料物性値 2) 鉄筋の材料物性値 2) 
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荷重－変位関係(実験 2)) 荷重－変位関係(解析) 
損傷指標－変位関係(解析) 

実験終了後のひび割れ状況 2) 

【  供試体 諸元】 

供試体 No.1（斜め引張  ） 

スパン長：L=2000mm 

有効高さ：d=260mm 

   スパン比：a/d=3.85 

※引張鉄筋比 いずれも 3.71%であ 。 

※供試体 No.3、No.4 、それぞれ No.1   No.2に腹鉄筋比

0.24%（2D6、130mmピッチ） スター ッ を配置したも であ

 。 

供試体 No.2（   圧縮  ） 

スパン長：L=1000mm 

有効高さ：d=260mm 

   スパン比：a/d=1.92 

コンター図 

せん断耐力 

本   、斜め引張      圧縮   違い      補強 有無 現象 違いを良く再現できた。また、 料損傷を いて評価

  こ で、      合 的な評価が可 であ こ が確認できた。 

土木基準   ・建築基準    もに 

 を下回ってい こ から、どちらも安全

側   評価であ  いえ 。しかし、全

て 供試体で、土木基準   が建築基準

   を上回ってい 。 


